











































きにしたのは誰かはよく分かっ ていませんが、 やはり横の方がスペースをとりやすいのでこれにしたのだろうと思っています。 もちろん画面には制約があります。 新聞も最近、 活字が大き なってきたために
1行の






テレビの特徴としては、 映画と違っ て走査線を使っ ていますので、 画面
が粗いのです。 昔、 ドットプリンターがありましたが、 あのドット数が少ないものと同じようなもので、 難しい漢字、 画数の多いものは画面でつぶれてしまうということがありました。 そこで、 なるべくつぶれずに分かるような字体で、 文字フォント （デザイン） は丸ゴチックが中心に使われていました。 ほかの出版物などでは明朝体が多いのですが 放送では明朝体をほとんど使わ のが特徴です。 また、 固有名詞がやたら多い 画面の特徴です 例えば人 名前や地名、 役職などです。　
おまけに、 画面は勝手に消えてしまうわけです。 見ている人が
「ちょ っと待ってくれ」 と言っても追いつきません。 限られた時間だけ表示します。 テレビが始まったときの経験則 は、 書いてある文字を口で





いるので、 画数が多い漢字は非常に読みにくいと う制約です。 その中でテレビはスタートしました◆
画面の文字の歴史
　








けて、 それを特殊な機械で画面にはめ込んでいました。 写真のサービスサイズほどの大きさの紙を使っ ていました。　
私たちが日常見ている外国映画の原語版には日本語の字幕が付いて
います。 無声映画時代にはこの字幕を使っ ていましたが、 洋画の字幕にかなりのヒントを得た ではないかと考え います。 ただし、 洋画が大変普及して字幕がたくさん出てくるころ 、 一般の方々のいわゆる漢字力がだんだん落ちてくる時期が一致しているのは非常 不思議な気がしています。 難しい漢字を使いこなせる方が非常に少なくなっ てきた時代に、 私たちはこういう文字を画面で多く見るようになっ てきたわけです。　
その後、 1990年代以降になると、 先ほどの写真植字といわれてい
るものはほとんど使われなくなり、 電子文字発生になります。 つまり、書いてあるものが全く見えない、 物として存在しない時代に入りました。 これによっ て字に動きを付けたり、 色を付けたり、 いろいろなことが可能になっ きました。　
その後、 今度は聴覚障害の方のために字幕放送をしました。 これは




30年代のニ ュ ースでは、 次














2） 、 この程度です。 あるいは国際庭球連盟で 「庭球をオリンピック
種目に申請」 （図
3） 、 これはテニスという3文字を2文字にしたかった
わけです。 1文字たりともゆるがせにできない、 なるべく減らそうということです。 今では国際テニス連盟になっていますが、 国際庭球連盟などという表示をして ました
　
　
そのほかに、 例えば非常に短い 「奥さんに見送られて ・ ・ ・ 」 （図
4） 、 これ
はご葬儀のと ろ それから、 石田ゆりさんで、 「石田ゆり」 （図
5）
とスーパーが入っているのですが、 画面に対して文字の面積比がかなり大きいものでした。　





朽の名作 『メサイア』 がたびたび演奏された」 （図6） と3行にわたって入っ ています。 これでも文字が多いと視聴者の皆さんから指摘されたわけです。◆
画面の文字は使い方が変わった
　
画面の文字はいろいろと時代によっ て変わっ てきました。 初期のテレビ










それから、 色を付けたり、 字をじわっと出したり、 急にくるっと回転
させたりという映像効果がありますので、 それが今までにない、 文字に活き活きとした動きを与えることが制作者側で分かりました。 例えば高い声を出す人のしゃべ った内容のスーパーは黄色い文字、 おっとりとしゃべる人は少し太めの文字にできるわけです。 それが画面効果だったのです。　
そのほかに、 平等社会、 共生社会というのでしょうか、 障害を持った
方にも楽しんでいただける、 あるいは正しい情報を受け取っていただけるように配慮ができます。 音声 映像がそれぞれに補い合うように変わっ てきました。 例えば台所に立っ て、 お鍋が吹き ぼれそうになっ ているときにテレビを見ていても、 それでも音は聞こえるということがあります。 それから、 子どもの寝つきが悪いので 音 消 て見たい い 要望があったために、 画面に文字を入れることが非常に増えてきました。それから、 ザッピング視聴とい っ 、 チャンネルをたびたび変えます そうすると、 文字がないと一体何の番組かよく分からない、 定着してく ないので、 文字を画面の中に多用するようになりました。　
もう一つ、 受け取り手、 受け手側、 視聴者の皆さんの側の文化も変
わっ てきました。 私 大学生のころは 大学生が 「少年マガジン」 を読んでいると 「何だ」 言われた時代です。 今は電車の中で
40〜
50代のおじ
さんがコミック雑誌を読んでいます。 学生 もちろん、 若い奥さま、
30代
ぐらいの家庭婦人もコミックを読むようになりました。 つまり、 日本の文化の中で、 いわゆる書物といわれているものの中でコミックの文化 与えている影響は非常に大きくなっ ています。 絵が描いてあるだけ はなくて、 吹き出しにせりふが書 てあります。 これがほとんど話 言葉




ビは完全に話し言葉 世界であったものが 今度は逆に話し言葉だけではなくて、 書き言葉がテレビの中に出 くるようになりま た。 これは一つには政治経済などの分野で書き言葉が日常的に使われているものが出てきたとも言えるわけですが、 話し言葉だけではなくなっ てきが現在の状況です。　
では、 ルールはどうなっているか。 ルールは一応ありますが、 各放送会
社によっ て若干違いま 例えば新聞社ですと強制され ものと言ことができます。 新聞社には校閲部がちゃんとあり、 紙面を全部見て先ほどの小駒さんのように校閲のベテラン 方 「こ 表現はい いのか、 この表記はいいのか」 とおやり なりますが、 テレビの場合はそういうわけにはいかない で、 個々の現場の人間が その現場 一番そ 番組にふさわしい表記を選ぶわけです。　
先ほどの小駒さんの例では、 「サトークンワネコガダイスキダ」 が
3通
り書いてあります。 例えばこれは番組によっ て違うのです。 幼稚園児がしゃべ っ いる場合には多分
2番目か
3番目を使うでしょう。 大人、 成
人が るのだったら一番上 表記を使うでしょう。 こ よう もが大まかにあります。 そう う意味では、 テレビ 正書法 ある面、 大ざっぱにあるようなものですが、 受け取り手側と制作者側の共通の土俵で一番い いものは何かを考えてきた歴史 ないか 考えています。　
日本語には正書法がないといわれますが、 デファクト ・ スタンダードと
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いうのでしょうか、 世の中にどのぐらい流通しているものかというのを一つの正書法と見なすやり方もあろうかと思います。 それにはたくさんの文例を集めなければいけません。 この文例を集めるのは非常に大変な仕事で、 国立国語研究所も一生懸命やっ ています。
1億語程度を集




くさんかけ ければいけないので、 っと っと国には国立国語研究所に資金を提供していただいて、 立派 コーパ スを早く作っ て ただくことが、 みんなのための共通財産形成にはい いのではないかと考えています。　
こちらは
NHK
のデータ放送です （図7） 。 リモコンのdボタンを押す












画面に入れることは当たり前になりました。 また、 選手のプレーだけでなく、 画面に映り込むことで広告効果を狙った企業ロゴや、 宣伝の文句も私たちの家庭 届くようになりました。　
その情報も、 文字だけでなく、 ロゴや画像、 記号と、 紙媒体ではあまり
に不統一に見える取り合わせも日常化してきました。　
文字も、 静止しているものより動 ものに目が行っ てしまう人間の特







0の数字です。 それから、 平仮名、 片仮名が案外多いです。 それから
漢字になります。 それも教育漢字といわれている義務教育の中で読めたり書けたりしなければいけないとされ いる文字がほとんどです。 難しい漢字の頻度は非常に低いです。　
テレビが欲しがっているのは、 数多くの難しい漢字、 それこそ5万や10万、 あるいは少なくとも3千という数字ではなさそうです。 伝達効






































いました。 それが、 テレビの手段の誕生によって電子画面を私たちは手にしました。 人の手で書く制限がなくなりました。 キーボード 打てば文字が書ける時代になったわけです。 漢字を手書きして覚えるのと打って覚えるのはだいぶ違うの 今回の常用漢字の改定の中でも手書きの
重要性を非常に強く指摘していますが、 このように時代が変わってきました。　
それからもう一つ、 漢字があればいいのかというと、 読める漢字と使
える漢字、 あるいは書ける漢字の難度の違い あります。 例えば 「鬱」などは読めても書けません。 それから、 町で見ると 「皮膚科」 の 「膚」 の字はほとんどが片仮名で表示されています。 それから、 醤油を売っているところでも 「正油」 と書いてある場合もあります。 これが世 中の通常なのかと思います。 特に今の時代、 2010年以降、 ハードウエア 機械に依存する文字のあり方が意識される時代に入っ てき ると考えられます。　
このハードウエアに適合する漢字などの表記の方法は、 「漢字コード」
と呼ばれる共通の約束事によっ てなり立っ て 点が、 手書きの時代とは大きく違います。　
漢字そのものだけではなく、 漢字を取り巻くルールや約束事にも十




ません。 消えて、 流れます。 読み手の意のままになら 存在です。 「読書百遍意自ずから通ず」 はならない時代で　
今、 こうやっ て画面に映していますが、 この機械を私たちが作れと言
われたら作れません。 それから、 インターネット上にたくさんの情報が日本語情報として載 てありますが が万一駄目になったとき、 個人が復旧できる とい ったら、 そういうレベ ルの問題ではありません。 あるいは電器屋さ がテレビを作っ てくれるから い ですが、
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あれを作れと言われても私たちには作れません。 つまり、 個人の手を離れたところに文字を載せ始めたのです。 今までは、 例えば石に彫るとい ったら、 つこつやって何年かすれば彫れましたが 今のハードウエアには私たちはすぐに追い つくわけにはい ないのです。 そういう意味で、 今後の日本語環境をこれから発展させていくには、 社会的な基盤として非常に大きな仕組みが必要になります。　
文字のソフトウエアの内容は非常に膨大な送り手によるわけですが、
この膨大な送り手をどのように管理するか、 みんながど ように合意するかが標準になろうかと思います。 これは各人の勝手でいいのかというと、 例えば放 場合はそうはいかな ので、 ある程度の大ま なルールを決めてやりましょうとい こと ります。 放送が勝手に決めたと見える約束事、 それが社会のルール 形づくっ てきた かもしれません。　
これから私たちが漢字と付き合っ ていくのは、 自分の趣味だけではな




場合に立体映像を抜かしていくことはできないと思いま 。 つまり、 漢字も立体漢字がひょ っと たら出てくる可能性があります。 どなたかが立体漢字を作って、 もっと効率のいい漢字の使 方ができるような世の中を作っ ていただければ いうところで、 話を終わりたいと思います。ありがとうございました。
